療養介助職のみなさんへ
　毎日のお仕事、お疲れ様です。
　国立病院には、全日本国立医療労働組合（全医労）という労働組合があり、全国約23,000人の仲間が加入しています。
長期療養の患者さんの医療と介護・療育の充実のために力をあわせよう
　国立病院では、2005年から療養介助職の採用がはじまり、現在全国で400人を超える方が働いています。重症心身障害児（者）や筋ジストロフィー病棟など、長期療養を要する病棟は、医療の場であるとともに生活・療育の場でもあり、児童指導員、保育士とともに、療養介助職の果たす役割は重要です。
　療養介助職のみなさんが専門性を発揮してやりがいをもって働けるよう、位置づけや業務内容を明確化していくことが必要です。

　障害者自立支援法・療養介護事業への移行など、多くの課題がありますが、全医労は、各専門スタッフの業務確立や医療・介護・療育の改善を求める活動を進めています。

患者さんのいのちに関わる「合理化」は許さない
　今、国立病院では、療養介助職を夜勤に導入して、看護師を削減するという動きが強まっています。人工呼吸器が多数稼動している病棟で、夜勤の看護師を３人から２人に削減することは、患者さんのいのちにかかわります。医療と介護・療育の両方を充実させることが必要です。
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　全医労は、安全安心の医療のために看護師を増員するとともに、療養介助職や指導員・保育士など介護・療育の専門スタッフの位置づけを明確にして常勤で配置するよう、病院や機構本部に要求しています。また、財政的な保障や制度改善を求めて厚労省や国会にも働きかけています。
専門職にふさわしい処遇改善を実現しよう
　療養介助職のみなさんの非常に低くおさえられている賃金を引き上げることも重要な課題です。国立病院機構の賃金・労働条件は、全医労と機構本部との団体交渉で決まり、07年度の療養介助職の給与は、初任給で1,800円引き上げられました。いま、社会的にも介護労働者の低賃金が問題となっていますが、専門職にふさわしい処遇の実現のため、一緒にがんばりましょう。
あなたも全医労へ
　一人ひとりの力は小さいけれど、力をあわせれば、大きな力になります。一緒に、働きがいのある明るい職場をつくりましょう。あなたの全医労への加入を心から呼びかけます。 

全医労　　　　　　　　　支部
全日本国立医療労働組合　http://www.zen.-iro.or.jp






